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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公開番号】特開2008-57095(P2008-57095A)
【公開日】平成20年3月13日(2008.3.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-010
【出願番号】特願2006-284734(P2006-284734)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  13/02     (2006.01)
   Ａ４７Ｇ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０８Ａ
   Ｂ６０Ｒ  13/02    　　　Ｂ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０８Ｄ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０８Ｃ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０８Ｂ
   Ａ４７Ｇ  27/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月13日(2009.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーアロイ構造によりポリ乳酸樹脂を他の熱可塑性樹脂が被覆してなる繊維を含ん
でなることを特徴とする内装材。
【請求項２】
　ポリ乳酸樹脂の他の熱可塑性樹脂が、熱可塑性ポリアミド、ポリアセタール、ポリプロ
ピレン、ポリエチレン、ポリトリメチレンテレフタレート、ポリエチレンテレフタレート
のいずれかである、請求項１記載の内装材。
【請求項３】
　ポリ乳酸樹脂の他の熱可塑性樹脂が熱可塑性ポリアミド樹脂である、請求項１または２
記載の内装材。
【請求項４】
　ポリ乳酸樹脂の他の熱可塑性樹脂が融点１５０～２５０℃である、請求項１～３のいず
れか記載の内装材。
【請求項５】
　ポリ乳酸樹脂と他の熱可塑性樹脂とのブレンド比率が質量比で５／９５～５５／４５で
ある、請求項１～４のいずれか記載の内装材。
【請求項６】
　ポリ乳酸樹脂を他の熱可塑性樹脂が被覆してなる繊維が、ドメインサイズの平均値が０
．００１～２μｍである海島構造を有するポリマーアロイ繊維である、請求項１～５のい
ずれか記載の内装材。
【請求項７】
　内装材が自動車用である、請求項１～６のいずれか記載の内装材。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　すなわち本発明は、ポリマーアロイ構造によりポリ乳酸樹脂を他の熱可塑性樹脂が被覆
してなる複合繊維を含んでなることを特徴とする内装材である。
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